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Sparfloxacinの 臨 床 的 検 討

和田光一 ・川島 崇 ・塚田弘樹 ・鈴木紀夫 ・荒川正昭

新潟大学医学部第二内科*

新 しい経口用キ ノロン系抗 菌剤sparfloxacinを 呼吸 器感 染症11例,尿 路 感染症2例 に使用 し

た。 本剤の臨床効果 は,有 効9例,や や有効2例,判 定不能2例 であ り,細 菌学的 効果は消失4

例,不 変1例.減 少1例,不 明7例 であ った。本剤によると思われ る副作用 は1例 で口腔内出血,

下肢 の出血斑を認めた。本例では同時に血小板の減少 も認 めた。他に副作用,臨 床検査値の異常を

認めた症例はみ られなかった。
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大 日本製薬㈱で新 しく開発された経 口用キノロ ン系抗

菌剤sparfloxacin(SPFX)日 を13例 の感染症 に使用

し,検 討 した。

対象例は,1989年1月 より1989年6月 までに新潟大

学医学部 附属病院第二 内科 にて 取 り扱 った感染症症 例

で,男8例,女5例,年 齢 は17歳 か ら67歳 であ った。

対象疾患 は,肺 炎2例(う ち1例 は基礎疾患が気管支拡

張症),感 染を合併 した慢性気管支炎4例,気 管支拡張

症2例,慢 性肺気腫1例,陳 旧性肺結核1例,気 管支拡

張症に合併 した肺 結核1例(判 定除外),糖 尿病,慢 性

骨髄性 白血病 に合併 した腎孟腎 炎1例,膀 胱 炎1例 で

あった(Table1)。 起炎菌は,症 例7の 慢性気管支炎

例,症 例9,10の 気 管支 拡 張 症 例 はHaemophilus

influenzaeで あり,症 例11の 慢性肺気腫例はAcineto-

bacter calcoaceticus,症 例12の 腎孟 腎炎 はEntero-

bacter aero8enesとEscherichia coliで あ り,症 例

13の 膀胱炎例はE.coliで あ った。

SPFXは,1日100～400mgを 分1あ るいは分2で

経口的に使用 した。期間は6～14日,総 使用量 は0.7～

3.99で あ った。

SPFX使 用によ る効 果の判定 は,起 炎菌の明 らか な

症例では,細 菌の消失の有無をみた細菌学的効果と自他

覚所見および検査所見の改善度 をみ た臨床効果の二面か

ら実施 した。

SPFX使 用によ る成績の概要 はTable1に 示 した。

臨床効果は,肺 炎2例 ではいずれ も有効,慢 性気道感染

症7例(症 例5～11)で は有効5例,や や有効1例,判

定不能1例 であ った。感染 を伴 った陳旧性肺結核の1例

は有効 であったが,気 管支拡張症例の肺結核(症 例4)

は判定よ り除外 した。腎孟腎炎の1例 はやや有効,膀 胱

炎の1例 は有効であ った。総括す ると有効9例,や や有

効2例,判 定 不能2例 であ った、細菌学的効果 は有意菌

の検出 された6例 で検討 した。H.influenzaeの3例 で

は消失2例,不 変1例 であ り,A.calcoaceticusの1

例 は消失,E.coliの2株 は消 失,E.aerogenesの1

株 は不変であった。総括す ると消失4例,不 変1例,減

少1例,不 明7例 であった。

副作用 は,症 例4で 口腔内出血,下 肢の出血斑が認 あ

られ た。本例 は体重36kgの 症例 で,当 初肺膿瘍 と考

え.去 疲剤 とと もに本剤 を1日400mg使 用 した とこ

ろ,8日 目よ り口腔内の 出血を 自覚 し,服 薬を 中止 し

た。 中止2日 後の血小 板数は4000/mm3と 著減 してい

た。 その後 出血は治 まって いたが,血 小板輸血 を10単

位 施行 し,1週 間後には249000/mm3と 改善 した。 本

症例 はSPFX投 与 直前 までofloxacinが 投与 され,そ

の際発疹が認 め られ てお り,ま たSPFX投 与 直前 の臨

床検査を実施 していない ことにより,本 剤 による異常と

は断定 で きないが,本 剤 との関 係 も疑わ れる症例 であ

る。その他 の症例では,副 作用および臨床検査値の異常

は認あ られ なか った。

以上の ごと く,SPFXを 感染症13例 に使用 し,有 効

性 と安全性を検討 したが,本 剤の有効率 は81.8%と 良

好であった。本剤は一般の臨床分離株 に対 し十分な抗菌

力を有 してお り,T1/2は,16.3～16.8hと 長 く,喀 疲

中などへの移行 も良好であ る1)こ とより,1日1回 の服

用 にて,呼 吸器感染症,尿 路感染症 などに十分な効果が

得 られ るもの と考え られ る。安全性の検討では,1例 で

出血傾向および血小板の減少が認 め られたが,全 国集計

の結果では出血傾向を認め られた例 はな く,本 例はこの

系統の薬剤 に過敏であ ったと ころに体重に比較 して,高
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Table 1. Clinical effect of sparfloxacin to respiratory tract infection

*Before treatment/after treatment

用量 の薬剤が使用 され た結果であると考え られた。
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Table 2. Laboratory findings

B: before A: after

CLINICAL STUDY OF SPARFLOXACIN 
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We evaluated the clinical efficacy and safety of sparfloxacin (SPFX), a new quinolone anti-

microbial agent. SPFX was administered to 13 infectious diseases. The patients received the 

drug, for 6 to 14 days in a dose of 100•`400 mg/day. 

Clinical effects were good in 9 cases, fair in 2, and unknown in 2. As side effects, a bleeding 

tendency and thrombocytopenia were observed in one patient.


